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第６章 サイン類に関する計画 

第１節 基本的な考え方と整備方針 
来訪者が現地で米子城跡を理解するうえで、必要不可欠な事項についての解説・案内表示（サ

イン）を整備し、併せて多言語化についても検討する。城内の歩行者動線は遊歩道及び自由散策

を維持しながらも段階的な整備に合わせて、動線上に案内板やサイン類を設け、来城者を見学地

点に誘導する整備を行い、多くの来城者が米子城跡全体を散策できることを促す。また、「三の

丸広場」と米子城跡本丸との一体的な回遊を促すために、登城路入口に歩行者誘導サイン類を設

け、スムーズに案内できるような整備を行う。 
基本的な考え方と整備方針は以下の通りである。 

 

基本的な考え方 

・個別遺構の説明表示を行うとともに、周辺の整備と合わせ、総合的な解説・案内表示（サイン）

の整備を行う。 

・来訪者にとって現地で必要不可欠な情報を得て、わかりやすい統一的な解説・案内表示（サイ

ン）を整備することで、米子城跡の正しい理解につなげる。 

・米子城跡の保存及び次世代へ継承していくことの意義を伝達することで、米子城跡への誇りや愛

着を持つことができるようにする。 

・米子城跡の適切な保存と活用のために、必要最小限の解説・案内表示（サイン）を設置する。 
整 備 方 針 

配置 

・サインは、重要な遺構や地区が位置する場所、良好な眺望が得られる場所、見学

のための主要分岐箇所等に配置する。 
・サインの形状や設置場所は、石垣や枡形等をはじめとする遺構の見学を阻害しな

いように留意する。 
・サインの設置に際しては、遺構への影響が最小限となるように留意する。 

内容 

・伝達の目的を明確にした内容とする。 
・米子城跡の多様な価値、史跡指定範囲、歴史的変遷等の解説を行う。 
・米子城跡の特徴を顕著に表す遺構や、エリア及び眺望等についての解説を行う。 
・案内解説が多くの人に理解しやすいよう、城跡や遺構のイラスト、発掘調査の写

真等を積極的に取り入れる。 
・米子城跡が有する城郭としての価値以外の自然や景観、公園等他の要素の価値に

ついての解説を行う。 

デザイン 

・城跡の景観に調和するデザインや外観とする。 
・情報の追加更新が可能な構造、形状とする。 
・耐候性を考慮し、維持管理しやすい素材を使用する。 

表記 

・可能な範囲で多言語化表記やピクトグラムとの併記に努める。 
・マナー啓発、危険表示や禁止行為は、言語を問わず認識できるようにピクトグラ

ム等を使用する。 
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その他 

・ガイドマップやパンフレット等との整合性を図る。 
・史跡指定地内に留まらず、米子城跡周辺のサインも含め総合的に検討する。 
・城下町エリアも含め、中心市街地に米子城跡の存在を感じることができるサイン

の設置を検討する。 

サイン整備の種別 

米子城跡の保存と活用に必要なサインを、伝達すべき情報の要素から「案内」・「記名」・「解

説」・「誘導」・「注意」・「自然環境」の６種類に分け、情報伝達の目的と設置個所を以下に示す。 

目 的 掲載情報等 設置箇所 

案内 

城跡案内 

・米子城跡全体の案内 
（見学ルート、位置図、注意喚起等） 
・表記の多言語化 

・枡形登城口、表坂登城口、深浦側

登城口、飯山登城口、中海側登城

口、湊山公園側登城口、三の丸内

堀跡付近、二の丸裏御門側虎口、

二の丸登城路、深浦郭入口、水手

郭入口、内膳丸入口、本丸鉄門跡

付近 

周辺案内 

・城下町エリアも含めた総構範囲の案

内 
・米子市周辺の広域の案内 
・表記の多言語化 

・本丸東屋(既存) 

記名 

史跡 
・史跡名称 ・枡形登城口(既存) 

・湊山公園側登城口 

郭 

・郭の名称表示 
・郭の解説 
・表記の多言語化 

・各郭 

解説 

城跡 

・米子城跡の概要説明 
（概要、指定範囲、歴史等） 
・表記の多言語化 

・枡形登城口(既存)、湊山公園側登

城口(既存) 

各種遺構 

・城跡内の遺構説明 
（天守台、登り石垣、竪堀等） 
・城跡周辺の説明 
（内堀、外堀、城下町エリア等） 
・表記の多言語化 

・城跡内各所 
・遺構各所 
・郭跡、城下町各所 

石垣 
・特徴解説（積み方・特徴等） 
・表記の多言語化 

・石垣各所 

調査・整備 
・発掘調査や保存整備における情報公

開と安全管理 ・発掘調査箇所、整備工事箇所 

誘導 行先表示 
・城跡内の順路案内 
・表記の多言語化 

・城跡内通路 

注意 

危険表示 
・各種の危険表示（利用上の注意等） 
・表記の多言語化 

・城跡内各所 

禁止事項 

・史跡保存のための禁止事項 
（立入制限、火気使用厳禁、ドローン

の使用禁止等） 
・表記の多言語化 

・城跡内各所 
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自然 

環境 
自然環境 

・樹木、植物、野鳥等の説明 
・表記の多言語化 

・本丸(既存)、内膳丸、飯山（采女

丸）等 

 
第２節 米子城跡サイン類デザインルール 

以上の、整備計画に基づき、具体的な計画とし

て、地元の国立米子工業高等専門学校総合工学科建

築デザイン部門小椋研究室の学生と連携して、サイ

ン類の基本設計を以下のように策定している（令和

３年度策定）。 
基本理念としては,遺構保護を前提とし、全ての利

用者に伝わるユニバーサルデザインを基本とする。

デザインコンセプトとして、誰にでもわかりやすい

丸・三角・四角(台形)を基本のかたちとし、それぞれ

のかたちの意味から伝える情報を決定しサイン看板

に反映する。詳細については、以下に述べる。 

サイン整備計画位置図 

サイン類設置計画図 
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第３節 看板設置について 
前節の計画に基づき、米子城跡の各所に設置し、来訪者が城跡を理解し、散策しやすく、楽し

んでもらうための案内看板を、国立米子工業高等専門学校総合工学科建築デザイン部門小椋研究

室の学生と連携し、令和４年度から随時設置を進めているところである。 

看板設置位置図（令和４年度） 

総合案内板 

解説標識 
誘導標識 


